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知多半島の丘陵には、総数 3,000基 をかぞえる平安時代末葉から鎌倉 。室町時代にいたる古窯が

存在し、その規模は日本最大といわれている。それらの吉窯址群の中心が常滑市域であ り、「 トコ

ナメ」 という名は知多半島の吉窯址群や、その古窯製品の代名詞ともされている。

ところがこのごろにな り、宅地造成、農地改良など都市化の波は容赦なくおしよせ、古窯址の破

壊されるもの数しれず、伝統産業を尊重して発展の道をすす もうとする当市の方策や、私ども文イヒ

財行政を担当するものにとつて、まことに遺憾とするところである。

本報告書には、当市が文イヒ財保護審議会を設置してから、学術調査を実施した昆沙クゼ吉窯址や

南釜谷古窯址を中心とした発掘事業の報告を所収することにしたが、当市の誇 りとする文イヒ遺産を

正しく把握し、成果を後世にのこす意図にはかならない。学術研究や文化財の保護に役立てていた

だければ幸いであり、諸賢のご批正をねがいたいところである。

本書の刊行にあたり、発掘にご協力いただいた各位をはじめ、研究の結果を提供していただいた

執筆者諸氏に対し深 く謝意を表するものである。

昭 和 46年 4月 10日

常 滑 市 教 育 委 員 会

教 育 長  竹  内  七  郎



例

1。 この報告書は、昭和45年 8月 7日 から一週間にわたり、常滑市教育委員会の事業として学術調

査を実施した昆沙クゼ第一 。第二号窯の調査報告書である。

2.知 多半島の丘陵は、近時宅地造成などの土木工事をはじめとして、地形の変貌がい ち じ る し

い。常滑市もその例をまぬがれない。位置や遺存状態などから格好の条件をそなえた古窯として

調査したものである。

3.調 査の結果は、毘沙クゼ第一号窯が鎌倉時代中葉、第二号窯が鎌倉時代後葉、いずれも大形奏

を生産したもので、中世苗窯としては屈指の規模をそなえていた。

4.な お本書には、昭和44年 3月 、常滑市に文化財保護審議会が設置された最初の事業として発掘

調査した南釜谷古窯址の報告を掲載した。南釜谷古窯址は類の希れな古瀬戸系統の窯で、窯構造

もすでに連房式登 り窯とな り、常滑窯業史の上で一時期を画したものである。

5。 さらに鬼崎北小学校の屋内運動場建設にともない、製塩遺跡として知 られていた上ゲ遺跡を調

査したので、その報告を併戴した。調査の時すでに原地形が失われてお り、製塩炉址を検出でき

なかつた。東海地方の苗代製塩遺跡として、遺跡の性格を紹介するにとどめた。

6.本報告書の刊行にあた り、当市文化財保護審議会長の八木虎雄氏から題字をうけた。

本文の原稿執筆については第二章昆沙クゼ第一号窯を磯部幸男氏、第四章毘沙クゼ第二号窯を

立松宏 。大下武の両氏にそれぞれ分担をうけた。他はすべて当市の文化財保護審議会委員杉崎章

氏の担当である。

常 滑 市 教 育 委 員 会
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第 一 章  毘沙クゼ古窯址群の位置と地形・地質

このたび発掘調査をした民沙クゼ古窯址の地籍は、常滑市多屋宇昆沙クゼ50番地の 3に 区蓋」され

てお り、地主は名古屋市在住の二村久一氏等である。

遺跡にいたる現地の交通としては、名鉄電車常滑線の終着駅「常滑」よリー区手前の多屋駅で下

車する。駅から西へいけば間もなく伊勢湾の海にいたり、新しく海水浴場として開けた多屋海岸に

でるのであるが、古窯址は反対の丘陵側にある。すなわち駅のす ぐ東を名鉄電車とほば平行して走

る国道247号線にでて、約300%も 国道を北へのばると小さい四叉路にでるが、ここから深 く入 りこ

んだ多屋の谷へはいる。多屋の谷は常滑市の中でも、最近 もつとも人口の増加する地区の一つで、

次から次へ新しい住宅がつ くられている。道路の南側に新設の常滑市立兄崎南保育園をながめ、さ

らとこ300物 もすすむと、道の北側に段崖のみられる丘陵中腹に、本書にもその調査経過を報告した

南釜谷古窯址がある。南釜谷苗窯址は江戸初期の連房式登 り窯で、常滑の窯業史の中で一時期を画

するものであつた。

多屋駅から 1,000%、 やがて道路に接した南側に陣土池と称して、この付近では比較的に規模の

大 きい方の溜池々畔に達する。道をさらに束へすすめば、このごろ入居を開始した夢知県住宅生協

の多屋団地の北をとおつて、常滑市の前山という大野谷の奥へ通ずるのであるが、毘沙クゼ古窯址

の位置は、陣土池を谷の入口とする南の支谷の谷頭部丘陵にある。陣土池は堤防の上が道とな り、

支谷の右側、すなわち西縁にそつて、どうにか軽四輪車の通過できる小径が通じているが、 500%
ものぼつたころ谷頭の丘陵下に愛知用水の桝形をしたマンホールがある。ここから苗窯の現地へは

約70%、 東の丘陵上にあるが、もう徒歩でいくしかない。

常滑市多屋地区も、ここまで くると、まつたくの谷頭部であ り、旧常滑の1也 区とも隣 りあつてい

る。車を利用する場合は、多屋駅で下車するよりも、終着駅の常滑駅で下車した方が便利である。

常滑幼稚園の前をとお り、国道のバイバス環状一号線と交叉して開通した新道を利用すれば、さき

にのべた愛知用水の桝形マンホールの地点から約 100夕 の地点に駐車できる。ともあれ愛知用水の

マンホール地点が、遺跡へ通ずる中継基地である。

小さい溜池の間を縫 うようにして、林の中の道を約70物 もい くと丘陵の頂上に到着する。丘の上

から西を望見すると、伊勢湾の多屋海岸が展望でき青さが美しい。そして少し南ヘロをうつすと、

常滑市庁舎をはじめ市民病院などの建物を、緑の青葉の間にのぞむことができ、その間に伝統産業

の繁昌を象徴するかのように、製陶工場の林立した煙突が立つているという景観である。遺跡の丘

のすぐ東の丘は、谷をへだててもう住宅生協の多屋団地である。

遺跡のある支丘は、丘の上がおおむね平担をなしており、とくに束縁から南縁にかけて約10基の

発を中心とした古窯址が密集している。今次の調査は禿山となつている平担面の北側に窯璧の一部

があらわれている2基である。北の方から毘沙クゼ第一号窯、さらに第二号窯と名づけることにし

た。

常滑付近の地質は第二紀新層の鮮新世に属するものであ り、この地域では常滑層群といわれ、下

部は尾張地方の尾張爽炭層のつづきであり、上部はおなしく猪高礫層に比定されている。

尾張爽炭層は、粘土層や准砂層が互層をなし、3～ 4枚の亜炭層をはさんでお り、鬼崎南保育園付

近をはじめ、国道バイバスの環状一号線から毘沙クゼ古窯へ くる途中の掘割には、よく発達した露

頭面がみられる。猪高礫層は、うす く粗質の亜炭層をはさみ、この地域では丘陵の上部で、尾張爽

炭層の上をおおつた形でみとめられており、粘土層や砂層のほかに礫層がまじるのが特色である。
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おなじ粘土層でも、尾張爽炭唐の粘土は乾燥すると粉末状にわれるが、猪高礫層のそれはかたま

る傾向がある。猪高礫層は丘陵の上部をおおつている関係から、この層はとくに侵蝕の 度 が大 き

い。古代の終末から中世にかけて、知多半島の丘陵に窯が築かれるにあたつては、尾張爽炭層と猪

高礫膚の整合面が、古窯をつくる場所として好んで利用されたものである。こうしたことが、現在

の古窯遺跡において、窯の上部すなわち焼成室後部から煙道部の構造が、侵蝕によつて流失してい

る場合の多い理由の一つであろう。知多半島に分布する古窯姓に、陶器生産の原料を供給したもの

もこの粘土層にはかなく、昆沙クゼ古窯姓の近くにも随所に露頭をみせている。

常滑市内に多数みられる吉窯址の中で、毘沙タゼ古窯址は市庁舎ならびに常滑駅より車を利用す

れば15分、周辺に多屋団地が造成されるという開発の中で、なお自然の景観をのこし、製品の種類

も大形の甕を主体とした窯であり、いうなら調査にも探訪にも格好の条件をそなえた古 窯址 であ

る。

-3-



第 二 章

1.遺 跡 の 沿 革

遺跡の沿革と調査の経過

常滑市の多屋の谷と、大野谷の奥の前山をむすぶ道の左右には、古 くから多 くの古窯址群が知ら

れ、多屋古窯址群と称している。

これらの吉窯址は、知多半島の中央部で常滑市と半田市の境界となり、南北に長 くつづ く丘陵か

らわかれて東西にのびた支丘の先端に近 く位置しているともいえるが、常滑市内の古窯の中では、

海岸にもつとも近い仲間である。

毘沙クゼの支丘には、斐を中心とした古窯が約10基以上 も知 られ、毘沙クゼ古窯趾群あるいは支

群といわれる。鎌倉時代の中葉から後葉にいたるものであり、私たちが提 I昌 する常滑地方における

古窯製品の編年からいえば、第二型式から第二型式にいたるものである。

毘沙クゼ古窯址のある支丘から谷をへだてて北束の丘陵には、最近、愛知県の住宅生協による多

屋団地が造成され、古窯址の大部分が消滅してしまつたのであるが、東の方には御嶽山苗窯址群が

つづき、平安時代末薬の古式の窯が約10基 みとめられ、それらは甕窯が多い。一部には山茶碗の窯

もみえる。猪飼英一氏が長年の間に採集している陶片の中には、慶応義塾大学に所蔵されている国

宝の秋車文壷と関連のあるススキの文様がかかれた資料 もムくまれている。

知多半島に分布している古代末から中世の苗窯址群は、総数を 3,000基 といわれ、北は名古屋南

部古窯址群と接し、東海市荒尾町の奥山や富木島町の姫島、大府市吉田付近の古窯址群 に は じ ま

り、南は南知多町の大井から内海地肉まで、延 3々0余勘とつづいた日本最大の古窯址群である。

挿図第二  毘沙クゼ第一 。第二号窯付近の地形図  (等高線比高の単位は効)
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戦後、常滑古窯調査会による活動をはじめとして、半田市・知多市 。東海市などの調査事業、さら

に愛知県教育委員会による愛知用水工事や知多半島道路工事に関連した調査事業により、おもむろ

にであるが、古窯の構造や製品の内容についても、その全貌をあらわしてきた。

こうした中で、平安時代末葉の第一型式、ならびに鎌倉時式中葉の第二型式、さらに鎌倉時代後

葉から室町時代にいたる第二型式は、知多半島の古窯址群を編年する三時期であるが、そのいずれ

にも発を中心として焼いた窯と、山茶碗・ 山皿を主として焼いた窯がある。さきにのべた知多半島

各地における古窯の学術調査の結果、平安時代末葉にのばる古式のものと、室町時代にくだる時期

の ものについては、発生と終末という研究の重点 もあつて、比較的に豊富な資料をえた もの で あ

る。ところが私たちの手 もとにあつめられた資料を検討すると、本来 もつとも数の多いはずの第二

型式すなわち鎌倉時代中葉に比定できる古窯の調査例は、すべてが山茶碗窯であ り、何とかしてこ

の時期の奏窯を調査したいというのが、私たちが もとめていた研究の上の課題であつた。

もともと私たちが愛知県教育委員会より委嘱されて、知多半島の古窯址群の分布を集成するにあ

たつては、杉崎が東海・知多・大府の三市にわたる知多北部を担当し、猪飼英一氏が常滑市、立松

宏氏が東浦町・阿久比町から半田市を担当し、磯部幸男氏が武豊・美浜 。南知多など知多南部を担

当したものである。

そうしたことで私たちを毘沙クゼの現llへ案内してくれたのは、猪飼英一氏であつた。発掘調査

した昆沙クゼ第一 。第二号窯から南へ30%も いつた崖面に、厚 く堆積している灰原層はまさしく行

基焼第二型式の鶏を主としたものであつた。

表面採集の過程において、すでに良好な墾の押印文様の集成、さらに三耳壺の陶片と考えられる

資料を検出し、大きな成果を期待したものである。

2.調 査 の 経 過

昭和45年 8月 7日 (金)曇 ときどき雨

あいにくの天侯であるが、本 国より毘沙クゼ古窯址の調査を開始する。

常滑高校の中山善夫教諭が指導される常滑高校社会科研究会の生徒13名 を主力にした第 一 号 窯

と、瑞陵高校大下武教諭が指導される名古屋市立工芸高校郷土研究部 6人の生徒を中心として第二

号窯を、同時に着手した。

調査貝としては、第一号窯に武豊小学校教務主任の磯部幸男氏と内海中学校教諭の山下勝年氏が

入 り、他の森下雅彦氏 (新田小学校教諭)や応援して くれた愛知教育大学生の榊原 。岡田の両君、

名城大学生の片山正樹君、大野町の金物店主の中村和弘氏、ほかに中村氏の友人で蟹江中学校教諭

の山田氏は第二号窯の調査に加わつてもらうことにした。杉崎は総括連絡にあたる。

時おり小雨の降る日であつたが、年前中かかつてテン トや道具などの般入をおわり、年後から本

格的に掘 りはじめた。掘 りはじめは表土をとりのぞくまでかたく難決をきわめたが、古 くからの盗

掘坑が上にも下にも大 きくあいているので、それらを結んで全体の構造をもとめていくこ とに し

た。

常石会館に名古屋市立工芸の高険上が合宿できるように申しこみ、場所が用意してあつたが、 3

日はど名古屋からかようというので、とりあえず常滑高校生の中で遠方のものから投宿させること

にした。中山先生同宿。

8月 8日 (土 )晴

発掘の第二日日である。本 日より立松宏 (成岩中学校校務主任)、 新海公夫 (八幡小学校校務主

任)、 吉川允夫 (亀崎小学校校務主任)の三氏が来援して くれ、いずれも第二号窯に入 つ て も ら

う。
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とくに第一号窯の方は盗掘坑がひどかつたため、調査のピツチが順調にすすみ、南の側壁の線は

ほとんど確実な線を検出した。今後は底の上をかきだしながら北側の壁をもとめてい くわ け で あ

る。

第二号窯の方は、焼成室の後部と考えられる上の方から順次に上をめくり、床面を露出させてい

くのであるが、窯床の幅は意外に広い。

8月 9日 (日 )‖古

日曜のこととて参観者が多い。

これまでのメンバーのほかに午後から日本福祉大講師の福岡猛志氏や、常滑焼の修業中という猪

飼青年 も調査に参加された。

伝統工芸の作家として知られる江崎一生氏 もきていただき、窯構造の工夫について創造的なする

どい推論を提示される。

第一号窯の北壁はいまだたしかめられていない。普通の窯より五割方は幅の広い特別 な 例 で あ

る。

第二号窯では焼成室の後半がほとんどでできたが、両方の側壁にそつた床面に斐の陶片が貼つて

ある。今までに知 られていなかつた問題である。

猪飼英一氏より連絡あり。宿痢の足痛が悪化して参加できない由、現地を訪れる人は誰しも猪飼

氏の不在をいぶかしがるが、新聞の報道をたよりに発掘の成功をいのつて くれる氏の友情に謝す。

8月 10日 (月 )日青

名古屋市工芸高校OBで春日井市役所に勤務している木田文夫君や、県立緑が丘商業高校の野中

教諭が生徒 1名 とともに新しく参加してくれた。常滑市陶芸研究所貝の竹内公明氏 もわずかの暇を

もとめて応援して くれる。

第一時窯の窯 も床面はまだまだであるが、焼成室や燃焼室の両壁や分煙柱の位置が明らかになつ

てきた。南側の焼成室の窯壁には鍬による整形痕がとくによくみえる。焼成室の後半には階段状の

遺構がみえるが、須恵器の窯などでは一般的なことであるものの、中世の古窯では特色の一つであ

る。窯肉から一括遺物が採集されるが、発掘の前に想像していた鎌倉中期に比定される行基焼第二

型式よりも新しく、鎌倉時代後葉にあたる第二型式にくだるもののようである。

第二号窯の分烙柱は折れている。

燃焼室の天丼部をつ くる時の支柱をさしたと考えられる柱穴が南壁より幾本 も発見された。第二

;窯の編年は第二型式にまろがいなく、鎌倉時代中葉のものである。

常滑市教育委員長の杉江俊三氏、教育長の竹肉ヒ郎氏の案内で、NHKゐ 制作部が特別番組の取

博にくる。

江崎一生氏の紹介で、東京の女子人生の守屋淑子さん も発掘に参加される。

8月 11日 (火)F青

第一号窯焼成室の_L端 につづ く煙道部は流れてしまつたものと考えていたが、約 1.5物 水平にの

びている焼土面を発見した。また分烙柱の基部には大形の斐を縦位に割つて補強してあ り、柱の背

後にも小形の斐が 2個 あてがわれていた。さらに分烙柱と北壁との間の通焔孔天丼が遺存している

と考えていたが、実際は崩れおちた窯壁であつて、分烙位は約 1%ほ どしか残つていないことがわ

かつてきた。

第二号窯の後部は切れている。しかし焼成室の後端蔀と考えられる場所に特色のある施設がのこ

つていた。木を心にしてスサをまじえた粘土棒を横にならべ、ダンバーの代用といつた効果をねら

つたものであろう。

第一 ;。 第ニケ〕とも全長約17η という、いまだ例を角|ら ない大規摸のもので、窯構造の細部に間
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題点を提供している。

愛知県教育委員会文イヒ係の柴垣勇夫主事の視察をうける。

8月 12日 (水)晴のち曇

作業を開始して間もなく、常滑市長久田慶三氏が視察され、一同を激励して下さつた。両窯とも

午前中でほとんど発掘を終了。一斉に測図にかかる。

(杉崎 章)
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第 二 章

構  造

毘 沙 ク ゼ 第 一 号 窯

1.窯

本窯は焚口から煙出しにいたるまで、その床面全体を遺存していた。窯の全長は16.5%で ある。

床面の傾斜は、焚国から燃焼室にかけて僅かな角度をもつてのぼ りはじめ、焼成室にはいる分烙

柱の両側で約19度 と急に角度を増している。脱成室前部では約13度 と一たん傾斜をゆるめ、中央郡

から後都へかけて再び19度 内外の傾斜角をもつてのぼつている。なお焼成部の中央部から後部へか

けては階段状に段を7段つ くつている。第 7段 日から煙道へ32度 と急傾斜をなしてのぼり、煙道に

なると再びゆるくなつて煙出しに達するようである。煙道か ら煙出しにかけては、熱を受けて灰自

色になつた床面下の上層と考えられる面が現地表面に露出していて、その形状を知ることはできた

が、床面傾斜を測定することはできなかつた。

床面の幅は、焚口で 1%、 分焔柱の中央で1.8%、 分烙住から4%の ぼつたあたりが最 も広 く3.4

物を測る。そして階段状に段の設けられたあた りから次第に狭まり、第 6段から7段、煙道へとし

ばられ煙出しへはいるところでは90勁 となる。煙出しは袋状につ くられている。

燃焼室は焚口から分焔柱にいたる長さ約 2,4%の 部分であつて、床面は 3度内外ののぼ り傾斜を

もつている。床幅は焚口で lη 、奥へいくにしたがつて開き分焔位の手前で 1.6%と なつている。

両側壁は焚日のあたり約70財の間は赤掲色を呈し、それより奥はよく焼けしまり青緑色となつてい

る。床面には炭や灰が 5勁 内外の厚さで堆積していた。

焼成室と燃焼室の境界には分烙柱があり燃焼・焼成両室を区別している。ここはまた床面傾斜 も

角度をまし、床幅もラツパ状に開くところにあたる。

焼成室の横断面をみると、その床面は測定した 5つ の計測点のいずれで も平坦な面を な して い

る。床面に続 く側壁は、焼成室後部では一たん外方へ開きながら立ち上が り内彎するようであ り、

中央部の床幅が最 も広 くなるあたりでは直ちに内彎している。そして前壁の側焼はほぼ直角に立ち

上がつたあと内彎している。燃焼室との境をなす分烙柱中央の横聯面をみると、平坦な床面に対し

て側壁は外方へ開いたあと内彎している。

lRl壁 には整形の際の鍬のあとが明瞭に残されている。また、焼成部前部の側壁には補修のあとが

みられる。

しかしこの窯で注目されるのは、焼成部中央部から後部へかけての床面の施設である。 す な わ

ち、分焔柱より5%の ところからはじまる階段状の 7つの段である。床の幅と前段との比高の数値

は付表第 1の通 りである。段は窯の中軸線に対してほぼ直角方向に、不整形ではあるが孤を描いて

設けられている。各段の幅は、焼成部の後部になるにしたがつて狭ばまり、第 7段は中央部で40勁

である。そして段の比高は、同一の段でも地点によつて異なるが10～ 20勁である。また段の_ヒ面に

付表第1  焼成室内に設けられた階段状の段の幅と比高およびその地点の床幅

段 1 3 4 6 7

段 の 幅 1.3～1.4 1.1～ 1.3 0.8～0,9 0,8-0,9 0.6-0,9 0.8ハャ0.9 0.3～0.6

前 段 との
比   高

0.16 0.14 0.16 0。 18

床 幅 3.2おv3.4 2.9～3.2 2.6～2.9 2.5～2.6 2.4～2.5 1.9～2.4 1.6～1,9

-8-
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は第 7段にみられるように、斐の破片を並べ敷いたところもある①

分烙柱は焚日から2物 の地点にあり、北壁から34%、 南壁から74勁 と北に寄つて立て られ て と`

た。基部の平面プランは縦110勁横72Mの 長方形をなしている。 また基部は二つ害もりにした斐の破

片がは りつけられていた。

この窯の焼成部の床面積は概算で約30″である。

第 7段 めから急角度をなしてのぼる焼成室の最奥部で傾斜角が折れるように変わる。これはまた

床幅が90勁 にしばられるところでもあ り、ことが焼成部と煙道との境界である。煙道から煙出しに

かけでの部分は、窯の中軸線に対して、約20度北へ方向をかえ長さ約1.6%、 最大幅1.2%の袋状を

なし、煙出しにあたる部分の径は約30効である。

2.出  土  遺  物

窯は天丼が落ち込み、そのくばみには黄褐色の土砂が堆積していた。この堆積層の中にも奏の破

片など小量の遺物がみとめられたが、それ らはこの窯の周辺に散布していた上器片とともに、丘陵

頂部に密集する他の古窯の製品であり別に採集して保管することにした。

本窯の遺物は、赤褐色に焼けた天丼焼壁と床面との間に包合されていたもので、山茶碗、斐、壺

の 3種類である。

山茶碗 (挿図第六の 8～11)い ずれも焼成室中央部で斐の上器片にましつて検出されたもので、

4個体分である。 うち底部のみの 2例には、ひしやげて低 くなつてはいるが糎殺痕のついた高台が

付されている。ほかの 2例 は器高 4勁 口径13勁 、底部の径 7勁 とやや小形な作 りで高台をもたない

斐は焼成室の前部、分烙柱の近 くに寄せ集められたといつた状態で出土した。 これらには口縁部

の作 りや器形による差異が認められるが、ここでは口径45切以上の大形のもの、25勁前後の小形な

もの、35翻前後の中形の ものにわけて述べることにする。

大形の斐 (挿図第四の1,2第五の5)に は、外反した口縁の国端を外方からおさえて幅2.5勁前後

の縁帯を作 りだし、短い顕部から肩の張つた胴都へとうつる器形の

ものと、同じような器形をもちながら口端を引き上げたあと折 り返

して、外方から整形して断面がN字状になる口縁をもつ もの が あ

る。前者には肩に格子日の押印文がめぐらされている。どちらも引

縁から肩都までの資料であるが、変の最大径は肩部にあり、その径

が70勁 をこす もの もある。

中形の舞 (挿図第五の1～4,6) 口縁部から胴削
`、

底部へとつづ

く資料が得られなかつたので全体の器形は詳らかでないが、いずれ

も短い顎部から肩の張つた肩部へとうつるものである。口縁には、

外反する国縁の口端を外方からおさえて幅 2翻 ほどの縁帯を作つた

ものと、断面がN字状になるもの とがある。後者には縁帯の幅が 3

財のものから3,9勁のものまである。

小形の墾 (挿図第五の7,第六の1～4)に 1ま 、口径22.5初 のものか

ら26.5翻の ものまでを入れた。外反した国縁部の口端を外方斜め上

からおさえたものや、ま横からおさえているもの、口端部を引き上

げ直行させているものなどがある。いずれも1.5～2.0初の縁帯を作

りだしている。挿図第六の 3に みられるように、日縁を折 り返しそ

の断面がN字状をなす もの もみとめられた。小形の変は、短い顎部

か らなだらかな肩部へ うつるといつた器形で、大形、中形の変にみ

付表第二  甕の口径と縁帯の幅

番号

1

2

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

4モ

(働 )

45.0

46.0

39.0

35.0

39.0

39,0

46.0

37.0

23.0

25.0

22.5

26.4

24.0

縁帯の幅

(勁 )

2.4

2.5

1.9

3.0

3.8

3,9

4.5

2,0

2.1

1.5

1.2

2.5

14
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られた肩の張 りがやわらか くなつている。とくに鋪図第六の 2の ように、肩部がなだらかになるも

のもある。

ほかに、肩部のみの出土であるが、 3条の沈線をめぐらし、部分的に頸部から第 2線にかけて左

傾、右傾の斜めの沈線をを引き、斜格子状の文様を構成している土器が 1例ある。

壷 (挿図第六の 5～ 7)の資料は 4個体分で、焼成室の分烙柱近 くから出土したものである。

1例は短顎壷で、口端はほぼ水平に切つて仕上げている。やや内向する柱部の高さは 4.5勁で、 く

の字状に折れ曲つて肩部につづいている。日径は22切 である。 1縁部から肩部にかけての資料 1片

のみであり、器形の全容を知ることはできない。

ほかに、国径19翻、外反する国縁の口端を外方からおさえて作 りだした縁帯をもち、径15勁 高さ

7.5勁の円筒形の頸都が急角度をなして肩部へ うつる器形の もの (挿図第六の 5)、 同じ器形で口

径が21例 とゃゃ大きくなるものなどが 3例 ある。いずれも取部に 3個の耳をもつ三耳壺である。焼

成の途中で焼け崩れているが、二つの耳をつなぐように取部に箆状施文具による鋭い沈線を 1条め

ぐらしたものもある。

3. rj、

第一け窯は中莉H線 をほぼ束西にとり、丘陵の頂部にその斜面を利用して築かれた客窯である。天

井にあたる部分は崩れ落ちていたが、焚日から焼成室後部にいたるまで地下に埋まり、床面や側壁

は良好な状態で遺存していた。煙道、煙出しは現地表面に露呈し火烙による熱を叉けた土層が地山

との境界をくつきりとつけその形状を知ることができた。

窯は焚日から煙出しまで全長16.5物 、床面の最大幅は 3.4物 を測るこの地方 きつての大規模な客

窯である。窯内で焼かれた製品は山茶碗・壺・ 斐の三種類であるが、その中心をなすの は 甕 で あ

る。

窯の構造をその床面傾斜から検討してみると、燃焼室は焚口からわずかなのば り傾斜をもつて分

烙柱の前面にいたり、ここで角度を増して焼成室につづいている。焼成室にはいると一旦傾斜をゆ

るめて中央部にむかい、階段状に段を造 りだしたあたりから再び角度を増し、最奥淋は急角度にし

て煙道へつないでいる。煙道は緩傾斜とな り煙出しに達するようである。

本窯は知多半島古窯の饗窯にみられるように、変の腰に直接火烙があたり焼成前に焼け崩れるの

を防ぐため、燃焼室から焼成室へ うつる床面を段をなして下降させる斐窯様式の範ちゆ うに 入 ら

ず、むしろ山茶碗など小形品を焼成するため、火焔が床面をはうように構築された山茶碗様式に近

似している。ただ形の上で山茶碗窯、斐窯といわれるものの、現実には山茶碗様式の床面傾斜をも

つ窯で割合に大形品を焼いている知多町旭大池第一け窯のような例 もある。この場合は分烙柱の両

側に間仕切障壁を高 くきずいたり、製品を窯詰めする際大形品の前に壷や片口鉢などのような中形

『
1を 配置して、火k/Eが大形品の下胴部に直接あたるのを防ぐなどの措置がとられている。 (註 1)

この窯では他の例にみられるような間仕切焼壁はその痕跡 もとどめなかつたが、ただ分焔柱基部

に器高50勁前後の中形の斐が縦位に割つてはりつけてあつた。横に張 り出していて、分烙柱の補修

とも考えることができるが、むしろ窯詰めの終つたあと側壁まで破片を心に立て並べて焼壁とした

ことも考えられる。また、検出し測図できた製品をみると、口径45M、 最大腹径70勁以上の大形の

甕 3例 に対して、中小形の製品は壺 も入れると14例 を数える。このことは窯詰めにあたつて、大形

品の前に中小品を置き、大形
『

Iの 下胴部に火烙のあたるのをカバーする配置の方法をとつたことを

示すものであろう。

窯構造におけるいまひとつの特色は、焼成室中央引
`か

ら後部へかけて階段状に造られ た段 で あ

結
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る。 さきに東浦町大原古窯では焼成室末端で煙道部へ移るところに棚状の段がもうけられていたこ

と。また巽が丘第一号窯では急傾斜をなす焼成室後部の床面下に両側壁間にわたる棚状の掘 りこみ

が検出されたことが報告されている。高t者は知多市大知山第一 。第二号窯の焼成室後部に中軸線に

そつてみられた径20勤前後の凹みと同じく窯内作業のための足場と考えられ、後者は築窯段階にお

ける作業の足場と考えられている。 (註 2)本窯にもうけられた段は、第 7段にもみられるように

段の上面移土器片を敷き並べて整えていることなどから築窯段階の足場としてではな く、大規模な

窯における製品配置や焼成の効率を高める手だてと窯内作業を容易にするための意味とを兼ねそな

えた施設と考えたい。

なお段のない焼成室前部では、焼台を 2個組み合わせて使用してい冷例 もみられた。 ィ
出土した遺物のうち甕には大小の差異があるが、外反した日縁の口端を引き上げたり、外方からお

さえた り、折 り返して断面がN字状になるようにしたりしていて手法イとも差異がみられる。ただい

ずれ も国縁に縁帯をもつということでは同様である。重は 3例 とも中形の三耳重であつた。山茶碗

には高台を付したものとない ものとがある。遺物は全体として東海地方における行基焼第二型式に

編年できるものである。第一号窯は鎌倉時代後葉から室町時代初期に甕を中心にした生産をするた

めに築かれたものであろう。

註 1,2 半田市誌資料編 I所収「半田市内の知多窯」1969年 半田市誌編さん委員会

「大知山、旭大池首窯跡」1970年 東海古文化研究会

(磯部幸男)
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第 四 章

構  造

毘 沙 ク ゼ 第 二 号 窯

1.窯

本窯は、丘陵頂上近 くの斜面に築かれた客窯である。焚国は真南より約52度 はど西に偏して開国

しており、本窯よりや 下ゝ位に位置する第 1号窯とほゞ同規模の大形窯である。表土の流出が激し

く、天丼部はすべて崩壊して、窯内を土砂が埋め尽 くす状態であつた。窯の全長は、焚日から煙道

部の一部を含めて約15物 余を計沢」し、中央部での胴1彰れは右壁側が勝つて、全体の形にや 歪ゝみを

与えている。

(1)焚 日付近および燃焼室

分烙柱より焚口末端までの長さ約 3物の部分が、燃焼室である。両壁は巾 1.3物 で、ほ 平ゞ行的

である。床面傾斜は、分烙柱より1,4物 の辺 りまでまだゆるく下がるが、それ以降、焚口にかけて

水平イヒする。床上には、全体にわたつて 5勁 ほど灰の堆積が見 られ、床自体の焼けもかなり良好と

いえる。なお、今回の調査で、坑日付近施設の好資料が得られたので、触れておきた い。 す な わ

ち、分烙柱よりや 手ゝ前の右壁沿いに、細い支柱列の遺構が発見されたことである。確認されたの

は計 7個 で、いずれ も直径 4～ 5例が計測されている。差し込みの角度は必ずしも重直でなく、幾

分、内、外傾するものがある。内側に僅かながら炭イヒ物の付着を見るが、炭化木心は発見されず、

恐 らくは竹を使用したことと想像される。またそのならびは千烏状であつて、砂質地山の側面から

30～ 40勁程内側に位置しており、スサ入 り粘土が、その支柱を塗 り込めている格好であつた。

築窯の過程において、燃焼室の天丼がどの段階で、どのような方法でかけわたされたものである

か、久しく問題とされていたが、解決の示嵯を与えるものであつた。なお、この点を裏付けるもの

として、分焔柱付近の僅かな天丼残存部において、スサの混 じる部分と、砂質粘上の地山がそのま

焼ゝけ締まつた部分との明瞭な区別が見 られた。つまり、ほ 分ゞ烙柱を境いとして、燃焼室部は、

毎国の焼成毎に、新たに作 り直された事を物語つている。一方、左壁側においては、同様の遺構が

見 られないが、スサをまじえたはりつけ壁の末端が、ほ 右ゞ壁支柱列末端に対応する点から考え、

最終密閉施設の位置を確認し得ると思 う。

(2)分  焔 柱

平面としてはほぼ80翻 ×80初の規模であるが、補修の跡が著しく、『E確 には計測し得なかつた。

築 窯 時 に おいては、地山を掘 り残して利用したのか も知れない。補修のおりに変を埋め込んでお

り、それをスサ入 り粘土が巻 く状態であつた。燃焼室に近い側のはゞ中央に、炭化木心の跡が見 ら

れるがやはり分焔柱修復時のものであろう。

●)焼 成 室

分烙柱より煙道部までの部分で、長 さ約10%を 計測する。左壁側に比し右壁の膨 らみが大 きくな

つている。中央都での床面傾斜は約18度であり、分焔柱にいたるまで、その傾きは殆んど変わらな

い。本窯の場合、注目すべ きは、両壁沿いに変片を貼 り付けた状態が見 られることで、 は つ き り

壁内に塗 り込められたものもあるが、大部分は単に貼 り付けたとい う感じである。床面、壁共補修

の形跡があり、塗 り込め甕片の場合はその補修用途を考えて良いだろうが、他の多くはむしろ断熱

の役割 りとすべ きである。15%に及ぶ大形窯であり、地山を伝つて逃げる熱の大きさを想えば、当

然この様な工夫は為されてよいだろう。壁の状況は、下降するほど、良 く焼けしまり、釉の美しく

か つゝた部分 もある。しかし上部では、殆んど貼 り付けた粘土 (ス サをましえない)も 象」落し、砂

貿地山が赤 く焼けた肌を見せるのみであつた。

一- 16 -―
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(4)煙道・煙出し

窯幅がせばまつて焼成室 も末端となると、傾斜がなくなり、約 200勁 の幅で 100勁水平に奥へ延

び、やがて垂直に立ちあがるのであるが、垂直壁は約15物 が残存するのみで、それより上部は流失

してしまつてお り、明らかにすることはできなかつた。この水平面は火あそびともみられる部分で

あつた。水平面の奥に立ちあがつた垂直壁の中程に、直径約 5翻の柱穴が斜状にあけられ、芯とな

つた柱を、スサ入 りの壁土様の粘土で巻いた痕跡が 5個 ならんで認められた。煙道・煙出し部構築

の際に設けられた遺構と考えられるものである。

2.出 土 遺 物

毘沙クゼ第二号窯からの出土遺物は、巨大な窯にふさわしく、すべてが大形斐、中形甕、大形重

で、知多半島古窯固有のいわゆる三筋壺の類の中形重は全く検出なれなかつた。また山茶碗 も小破

片が 3片 出土したのみで、計沢!も できなかつたし、本窯の焼成にかかるものであるかどうかも判断

しかねた。窯内から多量の上器片が出土したが、火力がかか り過ぎ、いわゆる焼けつぶれの状態の

ものが多く、計測できたものは12個体にすざなかつた。

(1)大  形 壺

太い欺都がなだらかにひろがつて肩都へと移行し、その区別は明確でなく、上胴部で最 も幅がひ

ろがる。直上した欺部は口辺部にいたつてはぼ直角に外反し、口縁端面は下端をやや内lRllに 傾斜さ

せて面取 りが施 され、断面が逆三角形を呈する。 4個体出土したがいずれ も口径が20勁前後、最大

胴径が35～40勁、高さ40～45翻 と推定される大形壺である。 (挿 図八の 1～ 4)

歎部から肩部に移行するあたりに耳が 3個付され、いわゆる三耳壷の形態をもつのである。中央

に縦位の貫通孔をもつのが本来であろうが、孔はなく装飾的なものである。 (挿 図八の 1～ 2)

また、欺部に窯印様の鋭い箆がきをもつもの (挿 図八の 3)も あるが、内部を観察すると、輸積

み手法によつて作 られた痕跡がきわめて明瞭であることもその特色の一つといえよう。特に顎部と

肩都の圧着面の内側にははがれの生じたものが多い。これは底部から胴部、肩部へと輪積み手法に

よつて作 られたものに、ロクロによつて引いた顎部、日辺部を最後に圧着したものと思われる。頸

部から肩部にかけてのなだらかさや口歌の太さは、それらの作業を容易ならしめたであろう。

中には歌部と口辺部の間に外側から帯状に粘土を盛 りあげて補修した例 もみられる。 (挿 図八の

2)こ れらの重には印花文はみられない。

(2)大形斐 。中形餐

口径が55勁 あり、最大胴径、高さともに80勁 を推定させる大形斐である。口辺部の手法は前述の

大形壺と同じく端面を逆三角形に仕上げてお り、内面には輪積み手法の痕跡を明瞭に残している。

(挿図の九の 5)

また、国径35勁 PNl外 、最大胴径50勁、高さおよそ50勁を推定させる中形の舞が 2個体あり、肩部

に格子状の印花文を廻らしている。口辺部の作 りは大形斐と同様であるが、収部と上胴部の接着面

にひび割れを生じ、突帯状に粘土を貼 りつけて補修したものもみられる。 (挿 図九の 6)

(3)/1ヽ  ,レ  発

口径20M内 外、最大胴径、高さとも25勁 ltl外 を推定する小形墾で、口辺部の製作手法は大形饗、

中形変と同一であるが、大形、中形斐が、上胴部に最 も張 りが強 く、下胴器に行 くに従つて細るの

に対して、小形甕は中胴部に最 も張 りが強 く、全体に球形に近い提灯形をなす①強い張 りをもつた

中胴部に格子状印花文列を配した例 もみられる。 (挿図十一の11)

壷、斐とも還元烙で焼成され、冷却段階において酸イヒを来しているので、肌は赤茶色を呈してい

る。
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0            10cm

挿図第八  毘 沙 クゼ 第 二 号 窯 の 出 土 遺 物
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0            1ocm

挿図第十一  毘 沙 クゼ 第 二 号 窯 の 出土 遺 物

一- 22 -―



3. /Jヽ

毘沙クゼ第 2号窯は最大窯幅 3.3物 、全長15%を 越える知多半島古窯址群屈指の大窯であること

は、窯構造のところでも述べた通 りであるが、窯構造の面から一、二の問題点があるので指摘して

おきたい。

もともと害窯を築窯する際は、適当な傾斜地と微粘土混 りの砂質層が選定されるのであるが、そ

れは1300度 にも及ぶ高熱が窯内全体にかかつた場合、木節系統の知多半島の粘土では高熱に耐えら

れず、へたりの生ずることが多 く、従つて耐火力のある砂層を選定するということと、 も う一 つ

は、構築の場合、分烙柱を掘 り残し、焼成室を トンネル状に掘 りすすみ、地表面をそのまま天丼部

とするため、砂質層は掘 り抜き易い利点があつた。しかし、この利点は破損し易いという欠点にも

つながるわけで、特に煙出しや焚国のような末端は当然破損が考えられるわけである。 ま た 大 形

の甕などを出し入れする際にも、その出入国はある程度の大きさは必要であつたであろう。しかし

窯の焚国は還元烙焼成の場合、焼成完了の直前のある時点において空気を遮断する必要 が あ るた

め、あまり大きくするわけにはいかない。従つて、焚口は焼成の都度作 り直していたことが予想さ

れていたのであるが、本窯でその痕跡が認められたのは収穫であつたといえよう。

すなわち、分烙柱より手前の燃焼室、焚日付近の両壁の中段から直径約 5勁前後の七 個 よ り成

る柱穴群が検出され、柱穴内に炭イヒ物の充填が一部には認められた。両lFdに 穿たれた柱穴は千島状

となつて左右相対せず、必ずしも整然としたものではない。しかし、掘 り込まれた方向から復原す

ると、焚口および燃焼室の天丼を ドーム形にしつらえるため心としたことが、分烙柱付近のスサ混

じりの粘上部分とともに十分にうかがえるのである。すなわち、焼成すべ く整形された半製品を窯

内に搬入した後に両壁の中段に弓状または叉状に心をさし、それをもとにスサ混じりの粘上で覆い

ながら天丼を構築していつたものと推察され、その部分は製品搬出の際には取 りこわしたものであ

ろう。

同様のことが煙道部から煙出しにかけても検出された。すなわち、焼成室上部の末端がやや水平

になつた火あそびと考えられる部分の最奥の、窯の中lll線 に直角でしか も垂直に立ちあがつた壁が

認められ、その壁に焚き国と同様の遺構が認められたのである。直径約 5Mの柱穴は壁の全体にわ

たつて等間隔ではないがほぼ一列に並んで 5個斜めにあけられ、スサを混じた壁土状の粘土で柱を

巻きつけた痕跡 も明瞭であつた。これは、すでに穿たれた穴ヘスサ入 りの粘土を巻きつけた直径約

5勁の竹状の柱を入れ、それを心にして煙道・煙出しあるいは火あそびと考えられる部分の天丼を

構築したものと推定されるのである。当然その柱の末端は掘 り残された地山でしか も焼成室の天丼

部を構成している部分へと連なつたであろう。前述のごとく砂質層で侵蝕を受け易いため、煙出し

部の構造を明らかにすることができなかつたのは残念であるが、煙道・煙出し部とも焼成の都度、

構築された例証として提示したい。焼成のたびに煙道・煙出し部を構築し直したということは、そ

の部分のlPc弱性 もさることながら、焼成室上端付近の製品 (比較的小物であろう)の出し入れと、

窯内作業の明 りとりといつた利点が、このような大窯では格別重要なことであつたのではなかろう

か。

毘沙クゼ第二号窯で焼成された製品は大形壺と大、中、小の甕であるが、その日縁部の製作手法

から、知多半島古窯の編年中第 2型式の後半に置き、その絶対年代を鎌倉時代中葉から後葉に求め

たい。大形重には知多半島では比較的少ない耳が三個付されたものがあ り、いわゆる三耳壷の形態

を備えている。しか も、耳がすでに紐を通すとい う機能を失つて装飾的に取 りつけられているとい

うこともつけ加えておきたい。

遺物は全外に暗緑色の自然和1がかか り、多量の燃料による降灰と高温のかかつたことを示してい

結
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るが、前述のように知多半島の粘土は耐火度が低 く、温度が少しあが りすぎると大形製品は自重で

べたりをみせるのである。本窯 もその例にもれず、分烙柱近辺に多くの焼けつぶれた甕 を検 出 し

た。

中形甕と大形壷は、口辺部から頸部にかけては回転台移用い、底部から上胴部にかけては輪積み

によつて製作したのち、両者をつなざ合わせて一個体としたと思われるのであるが、接着されたと

思われる部分の外側に、突帯状に補修の跡がみられるものが 2個体出土している。これは粘土で作

りあげて乾燥する段階で生したひびを補修したものと推定される。粘土は採集地点によつてその成

分の度合が多少異 り、従つて乾燥段階における収縮率 も異るのである。これらの製品は恐 らく胴部

から頸部にいたる部分と日辺部と別地点の粘土によつて作 られ、それを接合したため起つた収縮率

のズレによつて生じたキズであろう。しかし、それらを放棄することなく補修して窯入れをしたと

いうことは、製作の厳しさを示す ものであろう。

印花文をもつたものは8個体の斐のうち、わずか3個体で、すでに印花叩きによつて輪積み部分を

叩き締める必要性のうす くなつたことを物語つている。

(立松 宏 。大下 武)
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1.窯

第 五 章

構  造

常滑を中心として、剣1多半島の丘陵にみられる古窯は、客窯といわれるものである。

焚口につづいて燃焼室があ り、床面の中央から天丼にまでたてられた分焔柱の部分を境界として焼

成室にうつる。焼成室は後部の床幅をひきしめて煙道部に接続し、最後は煙出しにおよんでいる。

毘沙クゼ第一号窯は、焚日から煙出しにいたる古窯の全長17物 をはかる。第二号窯 も、15物 の長

さが残存しているが、煙道部を亡失しているので、おそらくはこれ も全長17%前後の ものであつた

であろう。知多半島や渥美半島そして瀬戸地方など、東海地方の中世古窯の全体を通じて、17物 と

いう苗窯の長さをもつものは、渥美半島の大アラコ第二 。第六号窯のような特別な例 (註 1)が知

られるのみである。普通に大規模なものとしてあげられる常滑の窯は、全長15物程度が 普 通 で あ

り、こうした意味でも昆沙クゼ古窯址は最大級の古窯である。

毘沙クゼ古窯址群は大形の斐を中心として焼いた窯であり、焚国から燃焼室をとお り焼成室の前

部へと、床面がほぼ水平にすすんでいる。しかし普通に甕をやく窯の構造として知 られるものは、

分烙柱の背後にあたる焼成室の前端部で数十Mも 段をなして下降している様式である。

この甕窯として一般的に知 られる窯の構造では、焼成室前部の床面に大形甕を窯詰めした場合、

底部から下胴部にかけて火烙の流れの死角に入 り、製品の上胴部から上がよく焼けて も、下胴部は

直接の火をうけることなく、意図的に半焼けの状態におかれたことが特色である。

ところが、毘沙クゼ第一・第二 ;窯の場合、こうした甕窯に好適の窯構造をとらず、燃焼室から

焼成室へ床面が、ほぼ水平のまま移行しているのは何故であろうか。

匁1多半島で産する粘土はもともと耐火度がひくく、こうした性質の粘上を使用して、大形製品を

焼成する場合、製品全体にわたつておなじ調子で火焔を与えていくと、焼成の過程において、器体

上部の正みにたえかね、下胴部の方がつぶれやすいという短所がある。知多半島の粘土を使用する

時には、この55点 そおざなう工夫が必要となつて くる。

毘沙クゼ第一・第二 ;窯の場合、焼成後に大形製品を窯出しするにあた り、分焔柱の付近を破壊

しているので、その遺構を実際にみることはできないが、分焔柱の両側に、燃焼室と焼成室を画す

る間仕切障壁を高 くきづいた例 も他にはみられている。また焼成室の中へ製品を窯詰めするに際し

て、製品の下胴部に火焔が直接あたらないように配慮し、たがいに死角をつ くるようにつめていく

など、大形イヒした窯構造にともなう量産化がはか られたものであろう。さきにのべた焼成室前端部

が段をなしておちているという斐窯特有の窯様式が、わりあいに古式の甕窯にかざられていること

からも、この窯構造の合理化が想像されよう。

毘沙クゼ第二号窯の燃焼室南壁にそつて、天丼を架構するのに使用したと考えられる支 柱 の穴

が、数か所つらなつて検出 (図版第四の下)さ れたのであるが、燃焼室の天丼は製品窯出しのたび

にとりはずされていて、次の焼成にあた り窯詰めがおわると、そのたびに新しく作 りなおされてく

る。平安期の施釉資器の例であるが、瀬戸市の広久手 E谷古窯 (註 2)ゃ犬山市の赤坂第一号窯で

は、竹賛子のあとが明瞭な天非壁のブロツクを多量に検出したのである。築窯の最終段階で燃焼室

の天丼を架構するにあたつては、燃焼室の両側に支柱になる材をわたし、その上に竹を細縄であん

だ資子をかぶせたのち、スサをまじえた粘土で厚 く塗 りあげていつたようである。毘沙クゼ第二号

窯の場合、柱穴の中に炭がみられないことから、支柱につかつた材はおそらく竹であつ た で あ ろ

う。

括総
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これ とおな し手法は、第二 を窯の煙

道部か ら煙出 しにかけて も検 出 さ れ

た。焼成室末端か ら煙道都へ移行す る

ところで切れてい るが、 この窯では畑

道部か ら煙出しの構造を■大 したよう

で、径約 5財の支柱穴が、床幅の全体

にわた りみ とめられ、スサ入 りの粘上

を厚 くまいてい る。

第一号窯では、燃焼室 と焼成室の境

界にたて られてい る分焔柱がの こつて

お り、大形究を縦位にわつた ものや、

焼けヘタつて商FI的 価値のな くなつた

中形発を利用して補強してあつた。古墳時代にはしまる古窯構造の変遷の中で、分焔住の設置は平

安時代の初期に中国文イヒの影響として移入された技術であるが、燃焼室を真一文字にすすんだ火烙

の流れが、分焔柱にぶつか り二つにわかれて両側の通焔孔から焼成室にすすむという。窯内の温度

を平均イヒするのに役だろ、窯の大形イヒを支え焼成室の面Fliを 拡大するためにも大きな役割をはたす

など、量産と燃焼効率の点で画期的な改良進歩であつた。

また第二号窯では、焼成室床面の中央両側にあたり、窯壁との境界部に近 く、幅約40翻 o長 さ約

5%にわたつて斐の破片をはりこんでいることが知 られた。保温の目的をもつものと考えられる。

さらに第一号窯の焼成室では、中央より上の床面が階段状を呈していること (図版第 の上)が

注日されている。この部分が階段状を呈することは、須恵器の窯では応々みうけられることである

が、規模の大 きい中世占窯址では稀れな例である。また焼成室において大形斐を窯詰めする問題に

ついて言及したい。このことについては度々 (註 3)ムれた問題であるが、第二号窯から格好の資

料 (挿図第十二)カメえられた。第二号窯の側壁近 くに窯詰めされていた大形斐が、焼成の失敗から

下胴部が くずれ、底部のみがはずれて床面に遺存していた。英がえして底面を検討すると、側壁と

反対側に片よつて焼台が 2個 はめてあつた。

最後に、煙道部については第一号窯では焼成室末端につづいて企体の輪郭をうかがう遺4rlが のこ

つていた。第二号窯では柱穴にスサを巻いた施設が指摘されたが、煙道の構造は窯の機能の優劣を

きめる急所とされてお り、各古窯とも焼成のたびに検討がかさねられ、改修が加えられている。

2.出 土 遺 物

毘沙クゼ第二を窯の製品は、常滑を中心とした匁1多半島の古窯製品の中で、鎌倉時代のもので13

世紀にあたるとされ、第二
'サ

窯の製品は半世紀 もくだつた14世紀のものと編年されている。

いま常滑を中心として広 く知多半島の南北から発見されている古窯址の製品は、その器形や組み

合わせにより、一般に第一・第二・第二の三型式に概括されてお り、平安時代末葉の12世紀にはじ

まつたものが第一型式とされているのであるが、第一型式から第二型式へ、第二型式から第二型式

へ、そして第二型式の終末あるいは次の型式への碗芽など、それぞれ過渡的な推移 もみとめられ、

それらを加えた六段階に区分ができる。

毘沙クゼ占窯址の製 rl「4の 特色についてのべる前に、製品の実測図 (挿図第十二)を もとにしなが

ら各型式について紹介してみよう。

第一型式 常滑の窯として総称される知多半島の古窯製品が論じられる坊合、いつも例にだされ

るのが、京都市今宮神社で天治二年 (1125年)イI銘 の四方仏石の下から掘 りだされた三筋壺である

挿図第十二  大奏の窯詰と焼台の使用例 (底面)
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が、12世紀の初めには、すでに知多地方の丘陵には古窯がきずかれ、煙 りをだしていたことを示し

ている。

私の調査した窯の中で、第一型式であることがたしかめられた古窯址としては、大知山占窯の 5

基とか泡池第一号窯、椎の木第一号窯などがある。

製品には山茶碗・ 山皿・耳皿・大形鉢・三筋壷・短野壷 。長顎重・大形甕などがみられる。山茶

碗・ 山皿とも国縁部がゆるく外反し、まるく腹の張つた器形で、底部には仕上げのよい断面三角形

の高台がつけられている。さらに大形養は器高や腹径が70～80物 もある例があり、日縁器がするど

く外反している。

行基焼の初現をかざつた第一型式 も、鎌倉時代の初頭にあたる12世紀の終末から13世紀前葉にな

ると、第二型式への移行がみられるようになり、山lllの 中に高台をそなえた第一型式のものと、高

台のはぶかれた第二型式の山皿が、おなじ窯の製部,と して併存してみとめられるのが特色である。

そしてこの段階になると社山瓦窯址・奨が丘第ニサ窯・旭大地第一号窯・梶廻間古窯五となどの例が

知 られている。

第二型式 常滑地方の窯で、第二型式にあたる例として知られる巽が丘第二号窯について、先年

東京大学理学部の渡辺直経氏に熱残留地磁気の測定による年代考察をもとめたのであるが、その結

果、13世紀の前半または後半という報告をうけた。ほかには権現山古窯址とか、知多半島道路工事

関係の古窯調査で発掘した釜山第一 。第二 。第二号窯や、深谷第一 。第二・第二・第五号窯などが

ある。

製品の種類には、第一型式にみられるものが多 くひきつがれているが、耳皿や短鋲壺あるいは羽

釜のような器種は姿を消し、重など肩部の張 りが弱 くなつているものが多い。さらに山皿には、高

台がまつたく省 l略 されてお り、そのかわ り底部を心 もち下方へつきだして厚 くした作 りだしの例が

多い。

第二型式 第二型式から第二型式へ移行する段階の例として、先年、巽が丘第二号窯の年代につ

いて、東京大学の渡辺直経氏に熱残留地磁気方位測定を委嘱したが、13世紀後半または19世紀前半

という結果の報告をされたものである。先行する第二型式にくらべて山茶碗・山皿・片口鉢ともに

器形に大 きな変イヒはみられない。山茶碗の側面にムくらみが うすれたり、山皿のたけが低 くなつて

いるのみで、片口鉢にも立派な高台がつけられている。ところが、この段階での大きな特色は、変

の日縁部にあらわれてお り、これまで先端までするどく弧をえがいて外反していた形から、日縁端

の縁帯部がN字形に折 りかえされた形に変化していることである。

そして第二型式が成立したのは、鎌倉時代の終末から室町時代へ うつる時で、14世紀いわゆる南

北朝時代といわれる時代である。加世端第一・第四号窯や小州橋古窯さらに刀池第一号窯で一括資

料を検出し、山茶碗・山皿・片口鉢・三筋壺・小形扁平壺・長野重・変・ 陶丸など、多彩な製品を

みせている。

山茶碗の器形にみられた腹部の張 りはなくなり、狽」面はほとんどまつす ぐになつている。山皿は

日径に比して底面の径が三分の二以上で、器高 も低 く文字どおり皿形となつている。斐の国縁部は

縁帯部がN字状にたたまれた器形ですべてが統一され、大小の差がはなはだしく、小形のものは下

胴部がみじか くそろばん玉に近い器形となつている。

X
毘沙クゼ第二号窯の出土遺物は、鎌倉時代にあたる13世紀のものと指摘したが、前にのべた編年

体系からいえば第二型式である。甕など大形製品のみを焼いてお り、先行様式とよく似ているが、

外反した口縁部の口縁端が舌端状になつていなくて、わずかであるが縁帯面がすでにみとめられる

など、先行様式とことなる点である。さらに本占窯址から出土する斐は口鍛部が短かいが、工匠に
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よる個人差と解訳すべきであろう。しいて絶対年代をいえば13世紀の中葉から後葉に比定されるべ

きものであろう。

そして第一号窯の出土品も、大形の変や重がほとんどであるが、分焔柱の補修など窯の整備につ

かわれている遺物と、最終時の焼成でやかれた製品の両者がある。

窯の補修につかわれているものの器形は、甕の口縁部にみられる縁帯面 もわずかであ り、第一号

窯のそれにつづ くものであるが、最終時の焼成品として出土した例は、第二型式に編年されるべき

もので、国縁端につ くられた縁帯部が幅広 くなり、N字状に折 りかえされた形に変化している。大

きさは腹径60～70勁 もあるものから、30%程 度のものまで多彩である。 この時期の斐にはもつと小

形のものもあり、他の窯では10～15勁程度の腹径のものまである。小形のものは下胴部が切れて短

かいのが特徴である。第一号窯の最終時における焼成の品は、第二型式にあたり14世紀の中葉 と比

定されよう。

3.甕 の 制 作 ―― 紐づ くリーー

知多半島や渥美半島の古窯においては、墾や壼など、大形の製品を仕上げるのにロクロを使用し

ていない。粘土を組状にして順次に輪づみにしてい く方法で制作している。

この技法はすでに平安時代後期の第一型式のころからはじまつてお り、大形の製品などすべてこ

の方法でつくられている。

腹径や器高が70勁 もあるような大形製品をつくる場合、粘上がやわらか くては、制作の途中でつ

ぶれてしまう関係から、輪づみの場合 も全体を一気に仕上げてしまうわけにはいかない。 2段から

3段つみあげては、 くずれない程度の半乾きになり、上がかたくなるまで一両日の間そのままにし

ておいて、次の段をつみあげていくというような工程をかさねていくのである。

そして粘土の輪と輪の継日の接着を確実にするためにいろいろの工夫がなされ、工程の間の継目

の面には、水を湿した布をかぶせたのはいうまでもないが、新しい段をつむにあたつては、継目の

外側には押型をあてがい、内側には一握 り程度の大 きさの棒切れをあてた り、時に応 じては指 もつ

かつて、両手でつぶすようにして密着さしていつたものであろう。この場合の押型にきざまれた文

様がうつつたものが、菱の表面にのこつた押印文様である。

平安時代後葉にのばる第一型式の甕など、肩部から胴部にかけて 3段あるいは 4段にわたる押印

の列がみとめられる。 これは輪づみ技法による工程の時間的な段階を示している。古式のものは、

とくに器壁がうす く仕上げられているが、下の方からこまか く工程をわけ、上の乾燥するのをまつ

て、おもむろに積みあげていつたものである。 ところが鎌倉時代 も中葉をすざた第二型式のころに

なると、大量生産の必要から、この手間をはぶ くために器壁を厚 くし、数段かさねてから輪づみす

るなど、輪づみの作業の工程回数を少なくし、できるかざり成形回数を短縮している。時代が くだ

るにつれて、斐の器壁が厚 くなつているのは、工程の短縮により能率をあげて、大量生産の需要に

こたえるという理由からでもあつた。

生産工程の短縮とともに、押印のほどこされる輸づみの段は少なくな り、第二型式のころともな

ると、押印文様はついに実用をはなれて、単なる装飾として肩部に一段のみ点々と施文されるよう

になつた。

第二型式にあたる毘沙クゼ第二号窯からみられた押印文様は、挿図十二の 3や 4に あげたもの一

種類のみであるが、第二型式にくだる第一号窯からは約十種類の押印が検出された。

第二号窯の例は、格子文様の上に斜格線を加えた簡単なものであるが、第一号窯の例は縦線・横

線 。斜線をはどこしたのみの簡単なものから、それらをかさねた複雑なものもみられる。文様自体

も単純な単位をなす もののみでなく、挿図十四の 9～ 14の ように単位文様を 2個 あるいは 3個 も横
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へならべた長方形の押印原体の捺印面を構成したものもある。これら押印原体は古窯址で生活をい

となんだ工匠たちの手製になる道具であろう。工匠たちがおのずから愛用する例 もあつたであろう

が、窯の商標とまでいうべきでもない。しかし時代が くだると注文者の選択 というか、指定 という

こともありうることであろう。

数の少ない特殊な例であるが、第二型式でも後半になつた室町時代のころには、片日鉢の内面な

ど輪づみ成形とは関係のないところにも押印されてお り、末期には小形重の肩部をかざるために、

わざわざ小形の押印をつ くつて施文しているものもあり、完全に装飾性を意図したことを示してい

る。

なお、第二号窯の出土例であるが、押印文様の捺印されている上にあたる肩部に、俺によつてX
印をかかれた資料 (挿 図第十四の 4)が ある。一般には窯 じるしといわれているが、実際の施文目

的はわからない。 現在、こうした粘土の輪づみ技法は、「 紐づ くり」とよばれる特殊なテクニツ

クとして継承され てお り、常滑地方全体でも数人の人人によつてのみ、伝統がまもられているもの

である。常滑市の文化財として指定されている松下松長さんは、この紐づ くり技法をつたえる仲間

の代表格である。大形の甕を範でなでながら、手かげんによつて紐の目をとつていくのである。粘

土の組 とい つ ても、太さが径10勁ほどもある棒のようなものであり、これを手の先から腕さらに

肩にまでかけあげたり、かついだりしながら、陶工自身が制作物の外側を、何回も後ずさりをしな

が ら廻つてつみあげてい くのであり、作業自体 もなかなか重労働である。

毘沙クゼ占窯址の発掘をみにこられた常滑市文イヒ財保護審議会委員の村田正雑氏の父、伝次郎氏

(84才 )は紐づ くり技法の場合の輪づみの段をよぶ単位に「 ハギ」という言葉をつかつて、 2ハ ギ

とか 3ハ ギという表現をされ、さきに粘土の紐と仮称した粘土の棒を「 ヨリコ」といわれた。そし

てこの技法を「 ヨリコづ くり」ともよんでおられた。 コリコの大きさについては、製品の規模によ

つてことなると前提し、長さは肩にかける程度であり、太さは大きい手でもつことができるとい う

ことで、10勁程度が最大であろうと教えられた。伝統的な技法とともに、古い陶器製作者の中に生

きていた言葉であろう。 機械工業がはげしく押しよせる中で、伝統をきずき、そして守つてきた

人々の保持される貴重な技術である。

注

1久永春男・小野田勝―「愛知県渥美郡田原町大アラコ古窯址群の調査」 (1964年、日本考古

学協会昭和39年度大会研究発表要旨)

2杉崎章 。宮7E4宗 弘ほか瀬戸市考土サークル『瀬戸市の古窯 。第 1集一平安期―』所収 (昭和

42年、瀬戸市教育委員会刊)

3杉崎章・新海公夫・磯部幸男・猪飼英一・宮川芳照『大知山・旭大池古窯址」 (昭和45年、

知多町教育委員会刊)

杉崎章『常滑の窯』 (昭和も年、学生社刊)

(杉 崎 主早
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付載第一

1.調 査 の 経 過

南 釜 谷 古 窯 址

角1多半島西海岸の中央部に位する常滑市の市域は南北に長 く、名鉄電車常滑線はその半分までし

か通していない。南釜谷古窯址は、終着の常滑駅から一区手前の多屋駅で下車して、東へ約 1キ ロ

の地点にある。多屋駅の北から支谷を束へたどつて、大野谷の奥の前山部落へ通ずる間道 が あ る

が、南釜谷古窯址は、その道路にそつた小高い丘陵の崖面に露出している。 (挿 図第一)地籍は常

滑市多屋字南釜谷20番地であり、地主は井上芳一氏である。この付近には南釜谷のほかに、釜谷辻

という小字名 もあり、以前には本古窯のことを釜谷辻古窯と称している人 も多かつた。

占窯址の付近は多屋部落の中でも、 もつとも開発の急がれている土地で、す ぐ奥には住宅生協に

よる多屋団地が造成され、手前には新しく鬼崎南保育園が開設された。

古窯址の地点 も、地形から判断してみると、道路に接した台地であつたと思われるのであるが、

道路の方から土を取 り、現在では道路から約30"も 奥にある遺跡の地点まで崖となり、その中段に

古窯址の床面が部分的に露出している状況であつた。

一方、南釜谷古窯址から出上する品物は、数多い常滑付近の吉窯址から検出される行基焼製品と

はことなり、釉の施されたもので、製品としては瀬戸地方の品物に近いものであつて、知多半島の

古窯の中で特異的な存在であつた。そうした意味でも、常滑の陶業史を考える場合、常滑の窯の系

譜の中で南釜谷古窯址がどんな位置をしめるのか、どのような役害」をはたしてきたのか、誰れしも

考える重要な課題であつた。

古窯は最初に沢田由治氏や令息によつて発見されたといわれるが、その後になつて多くの人々に

よりあばき掘 られ、 このまま放置しておいた場合、資料価値の高い古窯址が、未調査のまま崩壊す

る懸念 もあつて、常滑市教育委員会では市に文化財保護審議会を設置した最初の発掘事業として、

本古窯の調査をとりあげたものである。 発掘は昭和44年 3月 24日 から開始した。

連日、常滑高等学校の社会科研究会の諸君の参加をえ、学術担当は杉崎章であるが、立松宏・猪

飼英一 。磯部幸男の諸氏に調査貝として応援をうけた。

窯の構造が、発掘する前に想像していた客窯でなくて、規僕の多きい連房式登 り窯となり、調査

期間も予定を延長して、ついに春の体H限中には完了できず、 4月 になつても土曜、日曜と作業をつ

づけ、全体の調査がおわつたのは 4月 の15日 であつた。

2.窯 構 造

前釜谷古窯址は、西に面した斜面にきずかれてお り、全体の傾斜が約20度のいわゆる連房式登 り

窯である。

窯の本体は、焚日から燃焼室の部分が水田の造成で立ち切 られているが、残存する遺構は全長20

物をはかる。現存する焼成室は室数 7室をかぞえる。仮 りに下方から第一室・第二室とllk次 よぶこ

とにするが、前にのべたように燃焼室の部分がけず りとられており、遺存した窯構造の最下部が障

壁となつていることから、第一室と仮称した焼成室の下に、最初の部屋がまだ存在したか も知れな

い。しかし床幅がすでにしばられ、せまくなつているので存在していたとしても1室の み で あ ろ

う。これら7室にわかれた焼成室が段をなして連続しているわけである。

窯にむかつて左すなわち北側の窯壁は、おおむね全体にわたり確認することはできるが、右手に

あたる南側壁は土取 り工事でけずられた崖面につづいているため、後部の数室では崩れおちている
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ところもみられる。床幅 もこうしたわけで完全な把握は困難であるが、最

前端の障壁のところで床幅 2.6物 であり、 もつとも広いところは第五室に

おける3物 である。各室 とも奥行よりも床幅の方が広い横長の形を呈して

おり、各室の大 きさは別表に示すとお りである。それぞれ細部については

相違がみられるものの構造や施設についてはよく似たものであ
eSぁ し

各室の境界部に幅40勁の障壁がつまれ、障壁は格子状をした狭間脚の並

列からなつている。それぞれの脚の幅は20勁 であり、脚と脚の間隔 も約20

翻である。そして床面からアーテ形をした天丼まで高さ約40翻 を示し、奥
さまあな

行 も40勁近い トンネルである。その奥の狭間穴 といつている部分は、約30

勁の奥竪がほとんど垂直状態に立ちあが り、火烙の流れが次の部屋へ吹き

だしてい く仕組みである。垂直に切 りたつた壁面はかたく焼けてお り、前

付表第二

焼成室各房の大きさ

房 奥 行 床 幅

260

280

280

四 290

行

七

単位勤

室から流れこんだ火烙が、 この壁にぶちあたるとともに、部屋一杯に入 りこんだ役割を裏書きして

いる。狭間穴の数は、平均して 7個 であるが、 もつとも幅の広い第五室と第六室の間にみられる障

壁には 8 4Elの 穴がみられる。

これらの施設をつくりあげるのに、本古窯の段階では、いまだレンガを使用しておらず、実際に

確認できた場所は数個所であるが、木を心にして粘土をまきつけてつくりあげていた。 (図版第九

の上)

焼成室の各部屋に 1個か 2個、13～ 14勁角の支柱と思われるものがのこつている。

また左側の壁はほとんどつづいているが、右側にあたる南側壁においては、それぞれの部屋に入

つてす ぐ隔壁につづいて、製品の出し入れとか、薪の投げ入れに使用した入日が付設されていたら

しく焼け具合がちがつていた。

そして天丼の高さについては、正確な資料はえられなかつた。隔壁の中でもつともよく遺存して

いたところでは約90財のこつていたところがあるので、 1物前後でどうにか人の出入に不自由なく

できる程度と考えたい。

最後部にあたる第七室につづ く狭間穴の奥壁は15勁ほどの高さであるが、それから背後は煙道部

であるらしく、幅は約1,8物 で長さ1.4物 にわたり、やや弱いが赤 く焼けた粘土塊の段が 2段にわた

りみとめられる。段の萬さは 8勁 にすざない。

3.出  土  遺  物

南釜谷古窯址より出土した遺物には多彩な種類の品があるが、ここにはとりあえず製品を碗・皿

類、茶器類、仏具類、生活雑器の四つにわけ、加えて窯内で製品を焼 く場合に使用する窯道具にわ

けてのべてみよう。

(1)碗・皿類

a)灰 釉 皿  (挿図第十六の 1)

日径約14初、高さ約 3.5勁の皿で、高台はとくにするどく仕上げられている。胴部の全体に青み

がかつた灰釉が広 くはどこされている。

b)絵 付 皿  (挿図第十六の 2)

口径約21勁、高さ約 3初 の皿に、富士山ならびに麓の松原を描いたものである。

絵付けの顔料としては、富士山の輸郭や雲ならびに松の幹には、鉄の釉をもちい、山頂の雪景色

や松の葉は長石系の絵 ぐす りで自く色どられている。

瀬戸地方においても絵付けの製品があらわれるのは桃山期以後のことであ り、この製 品 の 存 在

は、この窯の年代上限をうかが うのに大 きな意味をもつ資料となつている。
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挿図第十六  南 釜 谷 古 窯 址 の 出土 遺 物

1.灰釉皿  2.絵付皿  3.小天目  牛5。 蓋置  6・ 7.香炉  8.洗  9.こぼし

10茶釜  ‖.タ ライ  12.!雷鉢  13.ひさこ形′1ヽ壺  14.片 口  15,16.陶錘
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底面の高台の中にそつて、重ね焼 きの時にはめた トテの痕跡が 4か所み とめられ る。

c)碗

まとまつた器形ではないが、飴和 を「
I縁部に施 した小碗があ り、大 きさは(1)の a)に あげた灰釉

皿の程度である。

(2)茶  器 類

a)小 天  日  (挿図第十六の 3)

日径約 7勁、高 さ 4.5翻の大 きさであ り、真黒い天 日釉を内面は全面、外面は商台のあた りのみ

をの こして広 く施 T由 してある。

b)蓋 置  (挿図第十六の 4・ 5)

茶釜の蓋 をお くのにつかわれ る筒形の道具で、本古窯の製 IP,と して図に示 した 2例は、氏 に下f台

をもつ もの ともたない ものであるが、一般的には底の抜けてい る例 も多い。底面 をの こした内外の

全面にわた り、茶褐色を呈 した鉄和Чがみ られ る。

c)こ  ば し  (挿 図第十六の 9)

日径約17翻、高 さ10勤 の大 きさで、低い高台をもつている。胴部は下部にいたるまで重Tlに立つ

た厚手の器であ り、 日縁部か ら下部へ白い長石系の狛ゝがかけられている。

d)茶  釜  (挿図第十六の10)

胴径約20側の外側に幅 2.5側のツバをもつてお り、 日縁部はわずかに内傾 している。内面は全而

に外面はツバの線か ら上に、茶褐色 を呈 した鉄和れがほどこしてある。

e)茶 入 れ

灰釉のかかつた丸い もの 1個である。

(3)仏  具 類

a)香  炉  (挿図第十六の 6・ 7)

口径約16勤 の もの と13勁 の ものの 2例 を図に示 したが、高さはいずれ も7翻前後である。胴部は

底部へかけでわずかにせま くなつてお り、底部には 3個 の小 さい足が付 されている。内外の全面 に

薄茶色の釉がほどこされ、 さらに上半部には黒褐色の鉄帝Iがかけられている。

b)タ  ラ イ (挿図第十六の11)

日径約38勁、高 さは約23財の大 きさで、 1.5初の器壁 をもつてい る。底判
`に

付 されている高台 も

亜厚である。

木製の タライを模 していて、竹のタガに相当す る凸帯 を、上 1同 部に 1条 と下胴部に 2条 め ぐらし

ている。 そして器壁の企面に茶褐色の鉄釉がみ とめ られている。
あかばち

沢田山治氏は、この製品の用途を仏前にそなえる水を入れた閉物H鉢にあてておられるが、妥当な

見解 とすべ きであろう。

c)仏 花 器

仝面に茶褐色の鉄釉をか け た もの

で、耳の部分のみが検出されている。

(4)生 活 雑 器

a)橘  鉢  (挿図第十六の12)

口径約35勁、底径約14初、高 さ20翻

弱の大 きさで、鉢の内蔵
「に約10条 の刻

み目を同時にはどこす ことがで きる櫛

で筋がつけられている。

瀬戸地方では、相鉢の生産は室lF末 挿図第十七
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期 には じまつてお り、初期の ものは刻

み 日の本数が少 く、 1組 4本程度で底

面には施 されてはいなかつた。 しか し

木 ドf窯 の時則]に なると、底面一杯につ

けられ、側山iも 相当に liま でみ とめ ら

れてとヽ る。

b)片   旧  (lFh図 第十六の14)

IJ径 も高さも約15勁 の大 きさで、半

球形 を呈 した器形である。 にI縁部に樋

のようなと ざ口をつけられた もので、

底部には低い高台がみ られ る。

一般的な器形であるので、いろいろ

に使われ るが、酒やしよう油など液休

状の ものを樽か らだすのに もろい る。

c)脆  (挿図第 十六の 8)

センといつている器で、日径33勁、

高 さ15初 の大 きさで、ホ壁は厚い。底

面には 3 1Blの 足がついている。

所¶理の時、食物やその材料 をな らべ

るのに使用 した り、時にはハンブと称

して手を洗 うのに も供 された。

d)ひ さご形小邑 (挿 隠第 十六の13)

胴まわ り10勁強の小壺で、中央が く

びれ、 ひさご形 を呈 している。

木 li11は 液休容器、 とくに酒 を入れ る

徳利 としてつかわれた もの と猪え られ

よう。

ひようたんの実でつ くつたひさごを

模 した器形であるが、 この形は

'f来

、

「1本人に愛好 され、生活の中へ とけこ

んだようである。

e)油  さ し (図版第十二の13)

小形の上瓶形 をした注 1上 rrで 、球

形 をした胴部の肩 と注 ざ
「

1近 くに耳が

あ り、つ るを通 している。本古窯か ら

はこの胴科
`の

肩に何 された耳の部分が

検出され、最大腹径10勁 5]、 高さも6

勁程度の大 きさである。

燭台や皿 に幻明油をつ ぐのに もちい

る道具である。

f)陶   錘 (挿 図第十六の15o16)

漁排 などの生産につかわれたお もり

1.区 鉢の内部に輪 ドチを入れ、その上に製品をつめた状況

(匡鉢の底からみる)

2.ェ プ タ

,41Wtt■■■

'||■

:■|||11■1■il■榔
3.左から 足つき ドチ、円形足つき ドチ、よりひも、ニギリ

4.焼台の上に輪 ドチをすえたところ

挿図第十八  窯 道 具 の い ろ い ろ
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であ り、長 さ 5翻、腹径 3翻程度の大 きさである。

(5)窯  道 具
こう   ばち

a)区  鉢  (挿 図第十七)

普通にエゴロといつているもので、国径18勁程度で、高さは約12初の ものが多いが 7～ 8物 のも

のまである。

乃hを ほどこした品などを焼 く時に、これに納めて窯詰めしたものである。

配鉢の底部は、窯に詰める時にかさねやすいように底出しとなつている例がほとんどである。

b)ェ  ブ タ (挿図第十八の 2)

阻鉢のフタに使用したものである。

矩形をしているので、匝鉢か らはみだした部分にも、小形 を器物をならべた痕跡がみられるが、

やがて棚板として発展するもとになつたものであろう。

C)輸  ド チ  (挿図第十八の 1・ 4)

形に大小があり、大形のものは焼台の上にすえて、大形の品や匝鉢などが安定するよ うに した

り、小形の ものの中には、匝鉢の内部の底に入れて、貴重な品をおさめるための窯詰めの安定や、

底に焼 きひびの入るのを防ぐのに使用される。

d)足 つ き ド テ  (挿図第十八の 3)

輪 ドテに数個の足がついたもので、品物の内底にすえて、その上に別の品物をかさねてすえるた

めのものである。

e)円形足つきドテ  (挿 図第十八の 3)

輪 ドテではなく、円板形の隔板に数個の足がついたもので、足つきドチと同様にもちいられてい

る。

f)ト   テ  (図版第十二の10)

品物をかさねて焼 く時につみあげる場合に、密着を防ぐ方法として簡単に任意の形の粘土をはさ

んだもので、普通に トテとよんでいる。橋鉢に使用したもの (図版第十二の10)な ど下部に刻み日

がついているのでわかる。

g)よ り ひ も (挿図第十八の 3)

匝鉢と匡鉢の間にはさんで隙間をなくするもので、簡単に手でまるめてつ くつている。

h)ニ  ギ リ (IFH図第十八の 3)

粘土を手でまるめて棒状にしたものであつて、 積みかさねた臣鉢が安定して倒れないようにする

ためにつかわれている。

4.後   記

南釜谷古窯址を調査した結果、本占窯址は常滑市内はもちろん知多半島にも類のまれな古瀬戸系

統の古窯址であることがわかつた。さらに重要なことは、本古窯址の窯構造であり、知多半島の他

の窯とちがい、すでに連房式登 り窯の型式をとつていた。

角1多半島には本古窯址のほかに、 もう1基の古瀬戸系統の古窯址が知 られている。それは知多半

島の先端から約 2 kmの 海上にうかぶ南知多町の日間賀島に存在していた下海古窯址 (注 1)で あ

る。私は数年前、そのころ日間賀中学校に在職していた宮川芳照 (現・丹葉郡大口北小勤務)おな

じく師崎中学校に在職していた磯部幸男 (現・知多郡武豊小勤務)の両氏 とともに、下海吉窯址の

調査を担当したことがある。

下海古窯址は分焔柱の背後にあたる焼成室の前端部床面に段があり、段の下で分烙柱直後にあた

るところに数本の支柱を格子状にたてている遺構があつた。
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それからのち、私は瀬戸市教育委員会より招かれて、瀬戸市の水野にある昔田古窯址の調査を担

当する機会にめぐまれたのであるが、これが日間賀島の下海古窯址とおなじ年代であつて、窯の構

造 も良好な条件で遺存 (注 2)し てぃた。すなわち分烙柱背後の焼成室床面に、中軸線にそつて 3

本の支柱がたてられていた。昔田古窯址や下海古窯址の段階は、いまだ連房式登 り窯という形では

なく、かつて楢崎彰一氏が信楽窯で調査した双胴式の焼成室をもつた苗窯 (注 3)と 同じ築窯の構

想であるが、瀬戸地方の12-合 は地の利をえて支柱で用を足していることを指摘 (注 4)し たことが

あるように、古来の客窯の型式をうけつ ぐ中で、窯の規模が拡大されるとともに、半地上式の登 り

窯へ移行してい く過渡段階として評価されるべきものであろう。

瀬戸地方の古窯の中では、焼成室を隔壁により前室、後室にわけた例 として小長曽古窯址が知 ら

れ、製品の型式か ら昔田古窯址よりやや先行するものとされている。

そして昔田古窯址につづ く時期のものとしては、尾呂古窯址の存在が知られている。

尾呂の古窯址は未調査であり、表面採集の資料でみる知見にすざないが、仲々のす ぐれた品物が

そろつている。そして編年的には、このたび調査した南釜谷古窯址 とはぼ同一年代に比定されてい

る。学術調査をされていないので明確にのべることはできないが、遺跡の現状を表面か ら観察する

範囲では、 これもおそらく連房式登 り窯であろうといわれている。 (注 5)

瀬戸地方においては、小長曽古窯一→昔田古窯―→尾呂古窯という古瀬戸後期の変遷の中で、在

来の客窯か ら連房式の登 り窯へ、窯の構造が次第に改良されていつたものである。

そして昔田古窯址の時期には日間賀島の下海古窯址があらわれ、尾呂古窯址の時期にはすなわち

南釜谷古窯址 といつたような形で、瀬戸地方で研究され成立した築窯技術が、それまでの知多半島

における築窯とは関係なくもちこまれたものであろう。

それにしても南釜谷古窯址は、一般的な連房式登 り窯の築窯とはことな り、いまだ木心を中心と

して粘土でまきあげてい くという初期的な方法であつて、 レンガを使用した新しい形 とはちがつて

いる点など、連房式登 り窯の中では最古に属する例であろう。

一方、焼成室の各房に 2個 前後の支柱が横に配置されているものを、特別な品物を焼 くための台

として考えたのであるが、ほとんどすべての支柱が狭間穴の直前にすえつけられていることか ら、

狭間穴へすいこまれ、焼成室の次の房へ吹きあげられていく火烙の流れに対し、分烙支柱のような

役目も呆したものであろう。

X
製品としてあげた多彩な種類のそれぞれは、 ともに古瀬戸陶器の後期を示す品であるが、とくに

絵付皿など吉瀬戸陶器 としても桃山期になつてはじめて出現する技法であり、南釜谷古窯の成立年

代を示嵯するものである。

福鉢の内面にみられる刻み日も室町時代のころのような、 3～ 4本の日を側面のみにかきあげた

という形ではなく、すべて10本前後の日をもつ器具を使用してお り、狽」面も相当に上ま で か きあ

げ、底面 も一杯に亥」み目をつけて効率を高めている点など、窯構造の面で初期の連房式登 り窯とい

うことと考えあわして、築窯年代を近世初期、強いて年代をあげれば慶長のころに比定されるもの

であろう。

常滑地方の窯業が幾変遷する発展の中で、一つの局面に遭遇した時、瀬戸の地方か ら指導者を招

いて新しい型式の窯を築き、製品 も瀬戸地方で普及しているものをつ くつてみた。しかし、その成

果は継続する生産がつづかなかつたことでもわかるように、粘土の性質 もちがい需要 もことなる地

方 とて期待したはどではなかつたものであろう。やはり常滑地方の窯業は、低温度で焼けしまると

いう知多地方の粘上の特性を生かした大形製品、すなわち大形甕や大形壺の生産にこそ、将来の生

命を知 らされ、それがやがで陶管の生産をもつて代表される常滑地方窯業の進み方を暗示したもの

―- 39 -―



と考えるべきであろう。

いつてみれば、常滑窯業の発展史上のエポツクを画する一つである。

註

1.杉崎章 。宮チ|1芳照 ,磯部幸男「尾張国日間賀島下海古窯址の調査」『瀬戸市の古窯・第 2

集―八lle古窯址―』所収 (昭和44年、瀬戸市教育委員会刊)

2.瀬戸市教育委員会の事業として、杉崎が学術担当者となり、瀬戸市考古サークルとともに

調査した。

杉崎章 。宮石宗弘「瀬戸市昔田吉窯址群の調査」 (昭和44年、日本考古学協会第35回 総会

研究発表要旨)
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(杉 崎  ―
章)

一- 40 -―



付載第二 上 ゲ 遺 跡

1.上 ゲ遺跡 と知多半 島の製塩遺跡

上ゲ遺跡の位置は、常滑市立鬼崎北小学校の中にあり、屋内運動場の敷地を中心として校庭の一

部にひろがつている。地籍は常滑市西之口字上ゲ61番地に属している。

名鉄電車常滑線の西之口駅を下車して西へ約100物 いくと、電車路線と平行して困道277号線が通

しているが、国道にそつた西側に鬼崎北小学校屋内体育館の屋根がみえる。遺跡はその 付 近 で あ

る。
つのがた

大正時代の初年のことであろうか、鬼崎北小学校の旧校舎を建設する時に、北西の隅か ら角形を

した異様な土器がカマスに一杯 も出上して注目をあびたとは、常滑市大野町に在住する郷土史研究

家の江本半助氏の談である。 こうして上ゲ遺跡の存在については、文部省や県の関係当局へ知 られ

てお り、古 く昭和初年か ら遺跡地名表に登録されていたものである。

しかし、他の先史遺跡 とは性格のちがつたもので、製塩遺跡 ということがはつきりしてきたのは

昭和30年のころのことである。そのころようやく全国的にすすめられてきた古代製塩の 研 究 に よ

り、古墳時代か ら奈良時代につづ く土器製塩の遺跡であることが判明してきたのである。

全国では瀬戸内地方をはじめとして、若換・和泉・紀働・淡路・尾張 。三河・能登・佐渡・肥後

などにわたり、おなじような条件で遺跡が検出されてきた。知多半島では約30地点が知 られ、渥美

半島では 6地点が知 られる。知多半島の30地点は、先端の師崎地方や伊勢湾にそう東海市付近に密

集しているが、日間賀島では横穴式石室の中に副葬品として製塩土器をもつた古墳が発見されたり

美浜町奥田の海岸には大規模な遺跡が知 られている。そして上ゲ遺跡は常滑市域で発見されている

ただ 1か所の古代製塩遺跡である。

ところで知多半島の古代製塩遺跡が一躍にして全国的に有名になつたのは、奈良の平城宮址の発

掘であり、昭和38年の第13久 調査にあたり多数の本簡資料が出土した。中に地方か ら納められた調

塩につけられた荷札があるのであるが、調塩付札の17点 の中の 3点 は知多半島の関係であつた。
にえしろ Iよ かゝ

出土した木筒は、南の方より富具郷野間里 (天平元年)、 贄代郷朝倉里 (天平元年)、 番賀郷花

井里 (神亀四年)の地名がでている。これには納税者の名前が記されてお り、とくに野間里の例に

は、納税責任者である郷長の名 もみられ、それ らがすべてフエベである。天平六年尾張国正税帳で

知 られる智多郡の少領がワニベ臣若麿であるなど、従来か らもフエベが尾張国智多郡一帯に購居し

ていることが知 られていたのであるが、フニ氏といえば古代日本において、大和朝延をとりまく諸

豪族の中で、最初に東海地方へ進出したものである。そうしたところへ今度の平城宮址木簡の調塩

付札か らうかがえる知多郡の関係者は完全にフニベであつたということは、これらのことを裏づけ

る資料である。

2.古 代 海浜集落 の構造

古い製塩技術を物がたる言葉として、古 くか らいわれ万葉集などにも「藻塩やく」 とい う語句が

あるが、この製塩工程をさらに具体的に説明すると、海藻を直接に焼いて塩をつくるとい うのでは

ない。海水を濃縮させていく作業 と、できた濃い塩水を煮沸させていく仕事の両段階を同時に表現

したものである。そして前にい う海藻の利用は、この場合の濃縮工程であつて、刈 りとつた海藻を

乾燥させ、塩の結晶が十分に付着するとまた海水をかけて、塩度の高い水をつ くり、これをくりか

えして濃度を高める方法である。
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そして製塩工程の後段階はいわゆる煎

'(作

業であり、濃縮された塩水を小形の土器に入れて煮沸

するのである。

このようにして製塩工程を濃縮と煎蒸の両段階にわけることは、今 も昔 もかわつていない。海藻

をつかつた濃縮工程は、やがで塩田となり、揚浜式か ら入浜式へ とすすみ、塩水を煮沸する煎終工

程は、中世になると小形三L器か ら鉄釜 とか石釜を使用する方法に改良されているものの、考え方 と
ししようか

しては、場在の近代的経営における流下式製塩であつても、枝条架 と流下盤を組み合せていて、原

貝」的にはかわつていない。

古代における土器製塩の方法は、近藤義郎氏を中心とする瀬戸内海の喜兵衛島遺跡のJHLl査によつ

て最初の成果があげられたのであるが、喜兵衛島をはじめとした製塩遺跡において、その生産遺構

が次第に把握されてきた。すなわち海にのぞんだ砂浜の中に、橋円形平面の炉が検出され、その周

囲に作業場と考えられるタタキ面が拡が り、タタキ面の後方に炉の作業で機能を果し、破損した製

塩土器をかきだし遺棄した堆積層がみとめられるという、有機的な一連の生産活動が報告されてい

る。瀬戸内海の喜兵衛島をはじめ、石部正志氏の調査された若狭湾の遺跡では、炉の平面に石が敷

かれた構造が検出された。

一方、遺跡の生産内容が製塩であつたということの立証についても、科学的な裏付けがなされて

いる。各工程の中で塩イヒナ トリウムについては可溶性であるため検出できないが、不溶性の炭酸カ

ルシユームは多 くの面に残存してお り、とくに炉の中の敷石やその直下か ら、飴色の膜状物質の形

で検出できたといつている。

知多半島では、上ゲ遺跡 とおなじく同一地点で各1時代にわたり生活がなされた歴代遺跡が多 く、

具体的な生産遺構をみとめることは困難であるが、護岸堤防の外側で発見された南知多町の清水遺

跡などでは、波による侵蝕のために柔かい部分が洗い流され、炭酸カルシユームがしみとお り、か

たくしまつた平担面のみが50%近 くもつづき、炉 と考えられる焼けた面が点々とみとめ られ て い

る。

3.上ゲ遺跡の調査概要

上ゲ遺跡はもちろん塩の生産遺跡であるが、貝塚が形成 されて生活址 も近かつた。

昭和45年の 5月 2日 と3日 の両日に実施した調査は、海岸繰と平行に長さ10%で幅 1.5%の トレ

ンチを設定し、つづいて直角に長さ5%で幅 1.5夕 の トレンチを掘つてみた。深さはいずれも約 1

%で、地山の海成砂層に達したが、最初の トレンチの北部で基盤の直上か ら、奈良時代の住居址床

面と推定される生活面の検出に成功した。遺跡が砂地でこわれやすい点 と、床面の中央にコンクリ

ー ト基礎が打ちこまれていることか ら、古代漁民の住居址を完全に復元できなかつたのは惜しまれ

る。

製塩の炉址については、校庭の各所に焼土や灰層がみられることか ら、多くの遺構が近 くに存在

することがわかるのであるが、発掘の範囲では明らかにできなかつた。また出土品については、大

部分が角形の脚をもつ第 4様式の製塩土器であり、脚部の例を約 100点 も採集した。

私は校舎が新築される前の状態を知つている。すなわち調査地点か ら数%も 西へへだてて、学校

の敷地 とは段をなして低い水田地帯がみられたのであるが、このたびの校地拡張にあたり、水田が

埋めたてられたのであつた。いいかえれば元の校地は、それ自体が占い海岸線を示す砂堆であつた

わけである。

砂堆の西側で水田に近い部分に製塩遺構が点々と露出していた知見も多かつたのであるが、水田

の埋立てと同時になされた敷地の平担イヒをめざした工事のため、遺構を示す地点をみうしなつてし

まつたわけである。
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挿図第十九  東海地方製塩土器の変遷 (実測図は縮尺 4介の 1大 )

第 1・ 2様式 (知多式いずれも松崎員塚、渥美式いずれも青山貝塚)、 第 3様式

(中央・大森遣跡、左右・下浜田遺跡)、 第 4様式 (いずれも大森遺跡)

4.東海地方の製塩土器の変遷

最後に上ゲ遺跡をはじめとする知多半島や渥美半島で知 られる製塩土器について紹介したい。

東海地方の製塩土器は特殊な脚をもつているので、特殊脚台付土器ともいわれる。知多・渥美半

島ともそれぞれ第 1様式か ら第 4様式にわけられるのであるが、渥美半島と知多半島とでは、その

発生期の様式がことなつてお り、知多式ならびに渥美式といわれている。すなわち知多半島におけ

る第 1様式は、袋形とか筒形を呈した脚台の上に深鉢形の外部をつけた器形である。それが第 2様
つのがた

式になると、土器 を炉の床面へ さすために肱l台の先端 をしば り棒状 とし、先端 をとが らした角形 と

なつてい る。脚台部が中空 となつてい るのが特徴である。 さらに第 3様式になると外観は第 2様式

とまつた く同様であるが、棒状 をした粗製の角形脚台の内部が充実 してい る。第四様式になると、

鈍重の感がの こつていた第 3様式を、土器の安定 とか量産化 とい う点か ら改良 した最後の様式であ

つた。

一方の渥美半島の第 1様式は、外部が コツプ状で小形の倒外形脚台 をそなえた土器である。第 2

様式 となると脚台部が長 くのびた形であ り、第 1・ 第 2様式 とも知多半島の製塩土器 とは系統が ち

がつてい る。

知多式・ 渥美式 とも第 1・ 第 2様式は六 世紀、第 3様式は七 世紀、 そして第 4様式は八世紀に比

定 されてお り、上ゲ遺跡のそれは、第四様式が大部分であ り、第 3様式にのぼ ると考え られ るもの

が数点み とめ られてい る。

(杉 崎 逹早
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図 版 第 一 昆 沙 ク ゼ 第 一 号 窯

昆

沙

ク

ゼ
第

一
号

窯

の

全

景

昆 沙 ク ゼ ー 号 窯 南 側 壁 の 鍬 先 痕



図 版 第 二 昆 沙 ク ゼ 第 一 号 窯
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焼成室より分焔柱をとおして燃焼室をみる

介 贈柱 付 近 の大 甕 に よ る補 修 状 況



図 版 第 二 昆 沙 ク ゼ 第 一 号 窯

焼 成 室 後 部 の 階 段 状 遺 構

昆 沙 クゼ 第 一 号 窯 の 出土 遺 物



図 版 第 四 毘 沙 ク ゼ 第 二 号 窯
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燃焼室南側壁付近にみられる支柱穴群



図 版 第 五 昆 沙 ク ゼ 第 二 号 窯

焼 成 室 末 端 の 支 柱 穴 群

同 上 部 分 拡 大 (スサ入り粘土で支柱をまいている)

焼 成 室 両 側 壁 下 端 の 発 片 貼 付 状 況



図 版 第 六 昆 沙 ク ゼ 第 二 号 窯

昆 沙 クゼ 第 二 号 窯 の 出土 遺 物



図 版 第 七 南 釜 谷 古 窯 llL

発 掘 調 査 遠 景

南 釜 谷 古 窯 址 遺 構 の 側 面 観



図 版 第 八 南 釜 谷 古 窯 址

隔壁にみられる狭間穴と狭間脚 (手前は支柱)

南 釜 谷 古 窯 址 の 調 査 状 況



図 版 第 九 南 釜 谷 古 窯 址
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木 芯 を 示 す 炭 化 物 (根掘りの右側)

南 釜 谷 古 窯 址 遺 構 の 俯 か ん



図 版 第 十 南 釜 谷 古 窯 址

同上 煙道部より焼成室をみる 一一狭間脚のむれ一二



図 版 第 十 一 南 釜 谷 古 窯 址

南釜谷古窯址の出土遺物  (1)

1.灰紬皿  2.絵付皿  3.小天目  牛5.蓋置  6.茶釜  7.こ ばし



図 版 第 十 二 南 釜 谷 古 窯 址

南釜谷古窯址の出土遺物  (2)

8.タ ライ 9.香炉  10,I雷鉢  H.片ロ 12.陶錘  13.油 さし 14ひさご形′よヽ壺  15.洗
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